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研究成果の概要（和文）：本研究の経時的調査では、「共感性」スコアに大きな変化がない年度も認めた。女性
研修医は男性研修医よりJSEスコアが高く、共感性が高いことが示唆されたが、研修開始後12ヶ月以降は、女性
のスコアが低下し、男女差が消失した。志望診療科については、人間指向診療科を志望する研修医が、技術指向
診療科を志望する研修医より共感性が高い傾向にあった。研修開始時のJSEスコアが高いほど、1年後、2年後の
JSEスコアも高いことが示唆された一方、1年後、2年後にスコアが低下しやすいことも示唆された。研修医のイ
ンタビュー解析結果から、研修医が共感性育成を促進する要因と阻害する要因の間で葛藤している様子が窺え
た。

研究成果の概要（英文）：Some previous researches demonstrated decline of JSE score over time during 
their residency, but residents’ JSE score didn’t always decline in this study. The female 
residents’ JSE score tended to be higher than the male residents’ JSE score, but the female 
residents’ JSE score declined after 1 year.  The JSE score of people-oriented specialties tended to
 be higher than the JSE score of technology-oriented specialties in this study. The JSE score at the
 beginning of residency was positively correlated with the score 12 months later and 24 months 
later. The higher the JSE score at the beginning of residency was, the more the score decreased 12 
months later and 24 months later. There was no strong correlation between JSE score including score 
change and evaluation score. At the beginning of residency,"internal conflict" may cause the decline
 of empathy and self-efficacy. 

研究分野：医学教育

キーワード： 共感性　研修医
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
●従来の臨床研修制度は努力規定で、専門診
療科に偏った研修が行われ、「病気を診るが、
人は診ない」医師を養成すると評されていた。
そこで平成１６年、「医師としての人格の涵
養と基本的な診療能力の修得」を基本理念・
到達目標に掲げた新医師臨床研修制度が開
始され、診療に従事しようとする医師に、２
年以上の臨床研修が必修化された。 
●平成１６年以降、新制度下での初期臨床研
修に対する様々な評価・検証が行われてきた。
福井らは、研修医対象アンケート結果により、
行動科学・社会医学的側面を持った臨床知
識・技能を含む、幅広い臨床能力の自己評価
が全般的に向上したと報告した(1)。この報告
により、新制度の一定の教育効果が示された。
しかし、どのような研修プログラムが、「医
師としての人格の涵養と基本的な診療能力
の修得」を十分に促せるのかを、客観的に評
価・検証した研究は少ない。 
●医師のプロフェッショナリズムにおいて、
思いやりのあるケア（Compassionate care）
と同様、患者に対する医師の「共感性
（Empathy）」は主要な要素として近年注目
されており(2)、優れた「共感性」は、医師と
して育成すべき人格のひとつと考えられて
いる。医師の優れた「共感性」は、医師−患
者関係を良好なものにすることを通して、患
者の満足度やコンプライアンス、アドヒアラ
ンス、診断の正確性を向上させ、結果的には
患者の臨床アウトカムも改善すると報告さ
れており(3)、「共感性」の優れた医師の養成
は、今日の医学教育に要請される最も重要な
課題のひとつである。 
●本邦では、研究分担者の片岡らが、医学部
学生を対象に「共感性」を Jefferson Scale of 
Empathy (JSE)を用いて評価し、学年が上が
るにつれ緩やかに共感性が上昇すると報告
している(4)。初期臨床研修医に関しては、平
山らが、１年目から２年目の経年変化で共感
性がわずかに低下することを、JSEを用いて
報告しているが(5)、どのような要因が初期臨
床研修医の「共感性」に寄与するかを詳細に
分析した報告はなされていない。 
●研究代表者はこれまで、岡山大学病院研修
プログラムに対する評価について調査、報告
し(6)、研修プログラムの改善を行ってきた。
今後優れた「共感性」を有する医師を育成す
る研修プログラム策定を目指す上で、今回
我々は、医師のプロフェッショナリズムの主
要な要素である「共感性」に着目した。 
 
(1) 福井次矢ら「新臨床研修制度の影響： 臨
床研修の現状－大学病院・研修病院アンケー
ト調査結果．医学教育の現状と展望」 (日本
内科学会雑誌 96巻,12号, 2681-2694, 2007） 
(2) 片岡仁美「共感と医療について（エンパ
シースケールを中心に）」(日本内科学会雑誌
101 巻,7 号,2103～2107，2012） 
(3) Hojat M et al. “ Personality 

assessments and outcomes in medical 
education and the practice of 
medicine: AMEE Guide No.79” (Medical 
Teacher, Vol. 35, e1267-e1301, 2013) 
(4) Kataoka HU et al. “Measurement of 
empathy among Japanese medical 
students: psychometrics 
and score differences by gender and level of 
medical education.” (Academic Medicine, 
Vol. 84, 
No.9,1192-1197, 2009) 
(5) 平山陽示ら「JSPE 日本語版による医学
生・研修医の共感性評価-第２報（経年変化）
（会議録）」（医学教育 45 巻 Suppl. 181, 
2014） 
(6) 小比賀美香子ら「岡山大学病院における、
初期研修医アンケートの結果（会議録）」（医
学教育 43巻 Suppl. 171, 2012） 
 
２．研究の目的 
●初期臨床研修医の「共感性」を、客観的ス
ケールを用いて経時的に評価する。 
●初期臨床研修医の経時的な「共感性」スコ
アをもとに、「共感性」育成について、促進
する要因と阻害する要因を解明する。 
●初期臨床研修医に対するインタビュー結果
をもとに、初期臨床研修医の「共感性」がど
のように育成されるか、その過程を質的研究
手法にて詳細に解析する。 
 
３．研究の方法 
●初期臨床研修医の「共感性スコア」を、JSE
にて、３年間にわたり調査、経時的評価を行
う。JSE は２０項目の７件法の問いで構成さ
れた自記式スケールであり（140 点満点で、
共感性が高いほど高得点となる）、各国語に
翻訳・使用され、有用性が報告されている。 
●初期臨床研修医フィードバックシートを用
いて、研修医のコンピテンシーについて量的
評価を行う。フィードバックシートは、各診
療科研修終了時に実施している。「患者管理」
「医学知識」「向上心」「コミュニケーション
能力」「プロフェッショナリズム」「システム
に基づいた研修」別に細項目があり、３段階
評価となっている。研修医の客観的評価と
「共感性」の関連の有無について解析する。 
●初期臨床研修医へのアンケート調査を実施
し、複数の項目について量的評価を行う。調
査内容は、志望診療科、研修診療科、研修期
間など以外に、研修への満足度、研修の自己
評価などを含み、量的評価を行う。アンケー
ト調査結果と「共感性」の関連の有無につい
て解析する。 
●初期臨床研修医全員を対象に、４月、１０
月、３月に半構造化インタビュー（個人面接）
を行う。「患者さんの気持ちや苦しみについ
て研修医として印象に残ったこと」「患者さ
んの気持ちについて理解できたと感じたこ
と、理解できなかったと感じたこと」「患者
さんとの関係や患者さんの理解についての



反省点や今後の目標とすること」についてイ
ンタビューを実施。各インタビュー内容につ
い て は 、 SCAT(Steps for Coding and 
Theorization) による解析を行う。SCAT は、
４ステップのコーディングと、テーマ・構成
概念を紡いでストーリーラインを記述、そこ
から理論を記述する分析手法であり、開発以
来、これまでに数多くの研究で用いられてい
る質的データ分析手法である。本研究では、
初期臨床研修医の「共感性」がどのように育
成されるか明らかにすることを目的とする。 
●上記で得られた「共感性スコア」と、研修
医コンピテンシー客観的評価、研修医アン 
ケート結果の各パラメーターとの関連につ
いて、Spearman 相関係数、Pearson 相関係
数、Student 検定、カイ二乗検定、多変量解
析などを用いて分析する。経時的データより、
「共感性スコア」、その他各パラメーターの
経時的推移、またパラメーター間の関連の推
移につき詳しく分析を行う。また、SCAT を
用い、初期臨床研修医の「共感性」に影響を
及ぼす要因を解析、初期臨床研修医の「共感
性」がどのように育成されるか質的研究手法
も用いて解析する。 
 
４．研究成果 
●共感性スコアの推移 
平成 26 年度岡山大学病院初期研修医の平
均 JSE スコアは、研修開始時（115.7 + 12.7)
に比べ、12 ヶ月後（110.4 + 12.2)に有意に
低下したが（p = 0.044）、2 年目の JSE スコ
アは大きく変化しなかった。平成 27 年度お
よび平成 28 年度研修医の平均スコアは、平
成 26 年度研修医に比べ、研修開始時に低い
傾向にあり、研修 1～2 年目を通して有意な
変化を認めなかった。 
 
●共感性スコア：性別、志望診療科、出身大
学による比較 
研修開始時、6 ヶ月後の女性の平均 JSE ス
コアは、男性に比べ有意に高かった（p = 
0.015 および p = 0.017）。12 ヶ月後以降は、
女性のスコアが低下し男女差が消失した。 
人間指向診療科を志望する研修医の平均
JSE スコアは、技術指向診療科を志望する研
修医より高い傾向があり、研修開始 6ヶ月後
では有意差を認めた（p = 0.007）。なお、志
望診療科は、内科、小児科、精神科を、「人
間指向診療科（People-oriented 
specialties)）、麻酔科、外科、病理診断科、
放射線科、眼科、整形外科、産婦人科、泌尿
器科を、「技術指向診療科
（Technology-oriented specialties)）、救
急科、公衆衛生、リハビリテーション科など
を「その他」とした。 
他大学出身者は環境の変化が大きく、スト
レスが多いことが想定されたが、本大学、他
大学出身者の平均JSEスコアに有意な差を認
めなかった。 
  

●研修開始時の共感性スコア：12 ヶ月後、24
ヶ月後の共感性スコア、1 年および 2 年のス
コア変化との相関 
 
 

 
 
研修開始時の JSE スコアは、12 ヶ月後およ
び 24 ヶ月後の JSE スコアと有意に「正」の
相関を示し、研修開始時の JSE スコアが高い
ほど、12 ヶ月後、24 ヶ月後の JSE スコアは
高かった。 
研修開始時の JSE スコアは、1 年および 2
年のスコア変化と有意に「負」の相関を示し、
研修開始時のJSEスコアが高いほど、1年後、
2年後にスコアが低下した。 
 
●共感性スコアと指導医による研修医評価 
 初期臨床研修医フィードバックシートを
用いた指導医による研修医評価と、共感性ス
コアについて解析したが、有意な関連を認め
なかった。 
 
●インタビュー解析結果 
研修開始時に共感性スコアが高く、１年後
に低下した研修医へのインタビューの解析
結果より、研修開始時に「疾患・臓器」から
「患者全体」へ視点が転換されたが、多忙な
中、「患者全体」から「疾患・臓器」へ視点
が逆転換されたこと、不適切なロールモデル
の存在などが、共感性育成を阻害する要因で
あることが示唆された。一方、研修医自身の
過去の経験、患者さんにより近い存在の家族、
介護者、看護師との関わりは、共感性育成を
促進する可能性も示唆された。 
 
以上より、本邦の先行研究で、初期研修医
の共感性が研修２年間で低下するとの報告
があるが、本研究では、経時的調査で「共感
性」スコアに大きな変化がない年度も認めた。
これまでの先行研究同様、女性研修医は男性
研修医より JSE スコアが高く、共感性が高い
ことが示唆されたが、研修開始後 12 ヶ月以
降は、女性のスコアが低下し、男女差が消失
した。志望診療科についても、先行研究同様
に、人間指向診療科を志望する研修医が、技
術指向診療科を志望する研修医より共感性
が高い傾向にあった。技術指向診療科を志望
する場合、研修開始後 6ヶ月で JSE スコアが
大きく低下した。研修開始時は、志望診療科
で研修を開始する研修医が多く、技術指向診
療科での研修内容がスコア低下に影響した
可能性も考えられた。環境の変化が大きい他
大学出身研修医と、本大学出身研修医の平均
JSE スコアに差を認めず、本研究では、出身
大学と共感性に関連を認めなかった。研修開
始時の JSE スコアが高いほど、1 年後、2 年
後の JSEスコアも高いことが示唆された一方、
1 年後、2 年後にスコアが低下しやすいこと
も示唆された。研修医のインタビュー解析結



果から、研修医が共感性育成を促進する要因
と阻害する要因の間で葛藤している様子が
窺え、指導医はロールモデルとして適切にふ
るまい、研修医のふり返りなどを通じて研修
医をきめ細かくサポート、指導していく必要
があると考えられた。 
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